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高瀬湖だよりに関する
問い合わせ先

今
年
も
、
「森
と
湖
に
親
し
む
集

い
」
を
島
地
川
ダ
ム
上
流
に
あ
る
、

新
平
ヶ
原
公
園(

周
南
市
巣
山)

に
て

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
昨
年
も

40
組
程
度
で
募
集
し
た
結
果
、
締

切
日
前
に
募
集
人
数
に
な
り
ま
し

た
。こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
森
と
湖
に
親
し

む
旬
間(

詳
し
く
は
裏
面
に
て)

に
合

わ
せ
て
、
お
子
さ
ん
に
自
然
に
親
し

む
機
会
を
提
供
し
、
様
々
な
体
験

を
通
じ
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育

つ
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。主

な
内
容
と
し
て
、
親
と
子
の
水

辺
の
教
室
が
あ
り
ま
す
。
川
の
中
に

い
る
生
き
物
を
と
っ
て
、
種
類
を
し

ら
べ
、
ど
ん
な
場
所
に
い
る
の
か
を

確
認
し
ま
す
。

も
よ
う
し
の
後
は
「島
地
川
ダ
ム
」

の
見
学
も
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

実 施 要 項
開催日時 平成28年 7月29日(金)9時30分～12時00分

開催場所 島地川ダム上流域の新平ヶ原公園(周南市巣山)

申込期間 平成28年 7月 6日(水)～ 7月22日(金)

募集対象 小学生とその保護者(幼児同伴可)

募集人数 ４０組程度(受付順)

内 容 親と子の水辺の教室(水生生物調査)

参 加 費 １名につき100円(保険代等)

当日スケジュール

9:00 ～ 9:30 受付

9:30 ～ 9:50 開会行事

9:50 ～11:40 親と子の水辺の教室

11:40 ～12:00 閉会行事 閉会行事修了後に解散

13:00 ～14:00 島地川ダム堤体内見学(自由参加)

※申込・問合せ先

周南市新南陽総合支所 地域政策課

☎ ０８３４－６１－４１０８

周南市鹿野総合支所 産業土木課

☎ ０８３４－６８－２３３５

※島地川ダム堤体内見学は当日現地にて行います

昨年度
親と子の水辺の教室状況



◆
◆

編
集
後
記

◆
◆

６
月
６
日(

月)

の
昼
下
が
り
、
白
色
の
タ
ン
ク
ト
ッ
プ
に
赤

色
の
半
ズ
ボ
ン
姿
、
丸
刈
り
頭
に
体
格
の
良
い
大
男
が
島

地
川
ダ
ム
管
理
支
所
に
来
所
さ
れ
ま
し
た
。
よ
く
見
る
と
、

吉
本
興
業
山
口
県
住
み
ま
す
芸
人
の
「ど
さ
け
ん
」さ
ん
で

し
た
。

ど
さ
け
ん
さ
ん
は
、
山
口
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
で
好
評
放

送
中
の
「に
ん
げ
ん
の
Ｇ
０
！
」の
番
組
で
、
高
瀬
郵
便
局

に
行
か
れ
、
そ
こ
の
風
景
印
に
「島
地
川
ダ
ム
」が
描
か
れ

て
い
た
の
で
島
地
川
ダ
ム
に
来
所
し
た
と
の
事
で
す
。
ダ
ム

職
員
は
皆
突
然
の
来
所
で
驚
き
ま
し
た
。
ど
さ
け
ん
さ
ん

は
、
放
流
の
迫
力
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

４
月
、
５
月
と
続
い
た
大
雨
も
６
月
４
日
に
梅
雨
に
入

り
、
小
休
止
し
て
い
ま
す
。

６
月
の
降
雨
量
は
15
日
現
在
、
１
１
１
・６
㎜
と
平
年

（
過
去
10
年
の
平
均
）と
比
べ
36
％
で
す
。
島
地
川
ダ
ム

の
貯
水
率
は
15
日
現
在
、
１
０
０
％
と
利
水
に
関
し
て
は

問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
、
本
格
的
な
梅
雨
に
向
か
っ
て
降
雨
量
も
増
え
て

く
る
と
は
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
油
断
す
る
こ
と
な

く
業
務
を
遂
行
し
て
い
き
ま
す
。

（
Ｋ
・Ｍ
）

高瀬郵便局の風景印

ダム直下での「どさけん」さん
と風景印アドバイザーの「長谷
川一夫」さん

国
土
交
通
省
及
び
農
林
水
産
省
は
、
毎
年
7
月

21
日
か
ら
31
日
ま
で
を
「森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
」

と
定
め
、
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
様
々
な
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
旬
間
は
、
皆
さ
ま
に
森
林
や
湖
に
親
し
む
こ

と
に
よ
り
、
心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
な
が
ら
、
森

林
や
ダ
ム
等
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
事
を
目
的
と
し
、
旬
間
の
期
間
中
は
、
国
土

交
通
省
、
農
林
水
産
省
、
独
立
行
政
法
人
水
資
源

機
構
、
都
道
府
県
、
市
町
村
等
が
主
催
者
と
な
り
、

全
国
各
地
の
管
理
ダ
ム
を
中
心
と
し
て
、
ダ
ム
堤

体
内
等
の
見
学
会
や
周
辺
で
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
実

施
し
ま
す
。

「
森
と
湖
に
親
し

む
集
い
」の
会
場
の

「
新
平
ヶ
原
公
園
」

は
島
地
川
ダ
ム
の

上
流
域
に
あ
り
、

無
料
の
キ
ャ
ン
プ

場
と
し
て
皆
様
に

ご
利
用
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

新平ヶ原公園

黒川橋

島地川ダム管理支所

周南市道

通行止

周南市道

新平ヶ原公園の河川利用状況
急な増水等に気をつけて下さい

５
月
30
日(

月)

に
、
山
口
大
学
の
４
年
生
や
大
学
院
生

等
23
名(

先
生
２
名
含
む)

が
ダ
ム
見
学
に
来
ら
れ
ま
し

た
。こ

の
見
学
会
は
、
山
口
大
学
工
学
部
院
生
の
授
業
「地

域
情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
特
論
」の
一
環
で
河
川
行
政
の
現

場
を
学
ぶ
場
と
し
て
見
学
を
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

学
生
さ
ん
は
、
真
剣
に
説
明
を
聞
き
、
メ
モ
を
細
か
く

取
ら
れ
て
た
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

ダ
ム
見
学
の
後
は
、
佐
波
川
に
行
か
れ
防
府
市
に
あ

る
新
橋
地
点
で
流
量
観
測
の
目
的
や
方
法
の
説
明
を

受
け
、
そ
の
後
、
国
道
２
号
小
月
バ
イ
パ
ス
の
橋
梁
工

事
現
場
を
見
学
に
行
か
れ
た
ま
し
た
。

風
景
印
と
は
？

風
景
印
は
、
正
式
名
称
を
「
風

景
入
通
信
日
付
印
（
ふ
う
け
い

い
り
つ
う
し
ん
に
っ
ぷ
い
ん
）

」
と
い
い
、
郵
便
局
で
使
用
さ

れ
る
消
印
の
ひ
と
つ
。
風
景
ス

タ
ン
プ
な
ど
と
呼
ば
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
直
径
36
㎜
の
印

面
に
は
、
使
用
さ
れ
る
郵
便
局

周
辺
の
風
景
や
名
所
な
ど
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。


